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多事て調Eしい云いんそいでで年E麓t治ぢれ、か鱗主
の見弘子Lてやふだんまる互言、を三もらが ー
謹ti度主で置ぉ孫5Ti.らなだるに 三あ 十明E大t最古
山Zせ あいが 、、淋5乙生ぃ 速E十げ年ti食管愛乙近E
よばるて結2後まし主事 一慮：年2た頃Z二で某宮 一
る 、 くも婚えがい云いこ ．のと日月tk 十あ PJi主
しそ：， ＇，寸も 、ずつだっ」 要い云い治ぢか年主るに
くの 、るからでゐ マらふ青tけ前i! 落”
白？大E ’左まえうもた た永主年2て後ご ち
喧t'.部ぷ 云いでる 、俺立の いーいで 狐こか 合怠

ア 花2今旨近主顔主 でそす 乗のし 泊、宮出量頭ま豪雪fc:k e 
ンも『は頃Z編主そあのるりい会えし部ぷ雨ぅ除fた
の耳時白号流！7ぞれる方すか込也 、い 失’てのり外喜る
紅2ら頭5行宮、も れの 、ん夏2とせ 、a-iJj灸E例tj民主
涙主主‘のの放苦い 色，i;:でのんて e 今ミ今方h、がをこ
を娘ま老3山詮~ , ' 犬円云い久3家ゃなゐrゃに百2あしd
しだ婆l長局ジョ；． 実念仏しる法る紘ミ赤ま崩主る で
ぼっ 、曾告にこ j 出m振ぷた揃Zの林ZオニZれか Z語
、 るたぞωと乗すれ 雀ましりりふでの地ちょとるjの古まが刊だ 百たにへのる射とる忠ド
もい頃2くん、げ ！ まの鯨Zではるみをしふた
叉えすのかでの ーでは飲誌も珍2 も現Zぐとま

歎Eは頭ま 定号く破エネ！心2つtるの睦1 のサ一
息E若主子Lそと払Eつ l をた、テでいでボ輿Z
，のいがれ君主 り て s 見aが左 ν 今Eやるテな
ーん ？』でつ庭主は折2上じ主 主子提ごピス何与るン Eγ
幕fだ／ともた女'.fI 角tべ互恵築主 出量タ ti: 心えや
が：れ ー負まののとのでのし演:tl も 臓Eや
たでけ 、で如E初官プ、白Tたはト話き 組i、
ア獲Iんあきめア a 頭主ま如いi;，が ← も主
l主寄託eるノj叫脆ま：，，れ山Zで何tた古・f'ーち出？提3

,,... ！祭eの 聞記兎ょのはや‘はでばい てF 築主
樫＆丈焦茶雪 ・ 原2の夢Zい光善よ仰とか 、 味くす
。＇－－＇ ；長著け白T 許号如Eをけ頭5か座ぎり布4 るる

J
守

t
L
J

、A吋

一一一一一寸 J

----::a亘一一

， 
一→

‘ ’ ． 

ー？宅』ー



l) .I,;(/・／タトノダ）－Z--↑ 

／ 

-， 

時

代

と

人

鴎
県
は
称
り
訟
す
、
之
島
ふ

な
が
成
る
ほ
と
＃
へ
と
つ
く
づ
く

か
ん
し
ん

感
心
さ
せ
ら
れ
る

ヨ

i

i

i

去
る
十
月

三
比
に
行
は
れ
た

ど
く
ザ
つ
に
っ
ぽ
ん
さ
い
し
よ

そ

令

せ

ん
曾
よ

調
立
日
本
最
初
の
線
選
穆
で
ワ

よ
し

だ

じ

い
う
た
う

ン
マ
ン
古
口
問
さ
ん
の
自
曲
第
が

ぜ
っ
草

E
ゆ
み
ヨ

二
百
四
十
一
、

隻
脚
重
光
さ
ん

か
い
し
し
た
う

ぎ

せ
含

の
肱
進
黛
が
八
十
九
の
議
席
を

え

・

じ

い

う

得
た
の
で
あ
る
が
ぐ
と
の
自
由

た

う

い

か
い
し
ん
一一
う

』

せ
い
た
う

黛
之
一広
ひ
改
進
諜
と
云
ふ
政
謀

偽
』

い
ま

一

ね
ん
忽

h

aい

名
出
今
か
広
七
十
二
年
前
の
明

書

ね

’M

ご
ろ
に
つ

治
十
三

年

三

へ
八

O
〉

晴

樹

日

安
心

曾

ゐ
ラ

ポ
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
（奇
妙

に
殿
ぜ
・
？
に
は
ゐ
ら
れ
な
い

か
ラ
堂
D

坤け
ん
レ
ゆ
っ

し

ん

に

っ
ぽ
ん
さ
い
し
ょ

荷
知
搬
出
身
の

E
木
最
初
の

、、d

ー一ーーーーーーーー寸

りの pかっそ1由旨改と 十自己さふ由旨に会Zシ民2
岐安一新かつのれ議す準）：， ：：，突っ三 由E う史ι は襲雪閣~ I 檎2
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事ドひ云い賀Fニ可 女E歌品t.始官ゐ スイ 1 P シ
常号つプ皐判官を歌主めた私き・ンズチグタ帥
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之躍企曾.－・鳴すそ事2校すあ都つ他た込吋齢 へ得fと．、 1 も
、もつ ’ 嫌与－うがのる度ε大在みしば主主い 、主，.，，す
王云いて たとた催芯 家か勢まだの 長号満Eコ期eかる
女Zひ何』 顔曜云』いし 内Eのつる女E函21待とらの
はた時’ を aふがを が中またるもでラを挨まか ・
盆手いも すと、 減雲 苦〈のが度2、あ＂－ ＼か拶3、
A ( ~ . 世e る、今ε多た 笑ま一、 毎~:9C＂るのけでそ
首雪之蜘話’．， の何怠年fI?: し人’伺い非び女1 ーでもれ

燃‘う十 t、 必；雪 う る出・ あつの語zそ い適量ぞ
えた審会主る無。たま Eこる来・そるたにをしを時Sす
る ．も ~e前三言Z事2いい ，危う 事主決・勉2てっとる
蝋！，のが IC,.f!J：に事1"'D い云h’ をま強害事L@＜！同2の
燭Tを 、、 μ感土を奴・ 、は z」つし 。の先Zじで
を滞空白与嘗す掌苦心主云い、 私Eれ s fγて aタ生tだあ
持‘用主い夜ゃ飼主すふ自惨 のて ふゐさ，があるe

""' ＇.ガののる、知 英とも！、 宮るい x磁る
：：三手電歩合苦諾君 主の 言語t ‘ 臥之 、にぴ ，私F
i』にシ唱を4ι 様子‘ の抗T ~脇 、主予約ま ，の
｛し Y の除とが 爺s乍主 力E議置 女1う云いです .IN 
＇ヴ ＼、や三始せ はら での．、 で が ふ英Eよ さ

l>女l'Iヒ出・ い護とゐ中E徒＆ しし 担少張者 4・
Tる、のの来・今t'Iヒ克2るでだ合雪たたそでデ し何＝、
頭E聾2た瞬2のしのーと唱智頭主わのるもた＇fしと
をに 、のでて が税云い隊とをけ中まる俄蹴も欝
'1t開E殊E合若あ、吾btJ－；ふはしだに か、榊す場5
でえに幅量る今kがさと五てが、． に－ ..lt fす
てた占？は J!t子・い之、年2ゐ 、吾b 堂f歩慢しる
や、の非砂 ので方すだとた，l之が ..lt t ..lt （いの
つ主厳常き やるにが六 て子・ の .Ar（までb
ムた華L＠＇もに うる’Iき、年2 も走 行士のであ
樫りはあよ ！ にのしその す見・ 進上スにる
）で三ん〈・ 鴬まをての生t t出鰐 振ぷテ緊E

ニムー‘
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且？＇°年つるポ のにもえ ら庄支シ
4頃Zけす＝のが ＞｛ ギでた 毎とやとれ 獄 ェ勢品
i丞る，低2鋭、γンヤある 引にの たニタ 臨 調
皆Lたか裁と見みシラる ーの 咲き1Eま ・、 I
Sめ bらでよヱン 艇やくが ぺの咲きの
昔十にやあうタ鐘主 を τうや毎在 十一き＂＇~
訟は見坊に I l'C 般にう年2 三 鉢繍 Z題
担E、頃Z、ょの持t っ、に時u 議ごをつ .... 
~gこに木eっー木曾 ・てそ、期e 鋭今cた 初
め 月喜 .，慌 をて鱗さ ＝〈，の本2を か年tポ
・二 十好1・高Eは，でれ れ丹2庄き間金 らも f
－回量五をかーあた ．る精ご翁き違Z E曾T本2ン
iねせ践と日Eれ あのと臭主 いもにや二ね ・に
zばるwに錨主た何どるぴ 、がそそ 一手てう月Sば亘E
b友よ高tの一校主廃ー て木ぎつれ，う朝E心：にす「なり
ト らう遁2位ゐ振ぷか 、がて にだー がは ii.ら と
鉢宮ぬに無な置・りち どヒ日ひ水3 タ2妥い行い日号ぬ新え
は 集eくをに見み うヨ 語表主を にバるか頃Z、芽必
を陽：受かすて もロ に遣や はがす＝之とを 、

」 ~ I謹Z光言え るも な ／ばる 舎ゑ、 、判2れ切e
,t: － れ つ をて IZ:均Z ら ＼かの 得fと そをなつ
「ー で て 受，、 は 勢ご ん ξ りを 出マれの 押拠どて

内、
－、、

4斗

相1 やけ鍾言 、の の長主置ぉ面2 *itr;;.時uしもや
詰；_ ..らさ全Z毎tと でくく倒f 1;;. ど季曾た、ら
ときそ餅2指3と で費ぎ老2餅2う＼ 赤霊友つふあーに
んさのがとー粟まあ 普主人工屋ゃ、五い ．、ののり沿
たた四ボ指Z掴Z餅主るす ，.は が i東5十 1民主錬2は－ま l天Z
のの・つテとみの る♂あ京雪年2に老~ ｝宇まとす道5
ーをで、がリの握E捲ヲ J生’イつのも見み人：とれよ様2
〔あ況と間Eつ ーい ’ツパペ時のたはでが、で
言る分主砕かたた 粋；，Jレ 敵 討 る竹もた私きい
庁、 、．遺言ちらかの のを之ににの量！t云いめがた‘
芸評はて四とを 必ヱ部名tたでのひで絞め ’
Inま1;;. ＊＜片E思tチ 戸eパり初主りあやます栽ごつ
といる ’のふヨ ツル出だのまるうす、とけ
之は大Zが喪主とイ 、見乙とす粟Zせ にかー云いて

？とつ狸ーや らて がっ老2る . 1;;. 
いた kfかと私き下五朝雪深主て人Zほ親主い
人2のにれへさにい思tのどの
の鉢ま並2かのいタ2ゃ、ひ片2利e意h
f愛t植iぷら註号よぺう出だ言Zけ昆2
とにで m：文2、にだす、て』5
熱去もる屋やでと水主 ＇段集ま来く冷2

自若らタ 思t
Z見み 1老3ふ
らての人2
: .つもーの
す悌術的
ザ好1・がつ
；＇.＿の、 t'c.

こニニι（之、らのあれだ ど匂くる酒3 ぶよどボ
もいの ，ィ，~· 4 樫 喜子とう店Zるがけ 、はそは B

）見・れと顧ま 老与は 味2後2う後2
出だをのーに 人工や 合あに だ に
し作1葉ほ娠E がつ 、ひたがな

のー角1・ン
知Lに度εシ
れ、 か エ コi

一一！

寸

一 ーコ
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~後e には夫・つり闇Eたるゐ帯吉ア， 、と持‘た氏L 先取e 新え 、。る橋Z民主昭L~曲
、外5のつつに日5つ関Z脅5そがは風土手日b罰百
物2留を墜Eてか示品本Eてにたの来とそでこ
好す主事2史し錫空しず人工、出哩つ九年2の流：十平L
き除と的Eつ．い 存之、隣折すてか分ぷ三後ε失与五都
'ti.. の 』 のた、業主エ2柄t ゐし通~ JH再t.＇し年！： ...ー
毒己目ξ名t 左の主午、たいりに建2た九盛
古本史橋Z 大t定害 事味との齢出たはを岩注月5掻
濠t進bも 事u 、大Z電E与で姿し3夜e竣量念：＝関長の E聞
が駐S柊与 さと井命中3、が上Eヱ2いのキ
ジと鞍Z うれ哲三だ 切・中3っすで錦tク
主 F・れ ’I,のと Jの井ゐ通すが を事Eで失主損E取fI 
の 1 るしるにれ、で主品製T多Z布A 詑ぎをゐし 、い扱言プ
ー押おとか r ..は 、事u しく唆~t意T、？ヒアヒーひで
曾2し主も ‘；：.－了た切・もた、にし何：1との昨Tを i度主
がてそ、 語Lつり朝を人2とはでかめも年2受’る
紗f渡主許2自惨 ！＇‘か抜 atどがの岩絵ゐの ‘ら橋T九けさ
につさ車事E M しきタ史少E名t国主る本Eしの月喜て云h
私きたれ車午 無注いをに〈橋号中3 でい方すの ιeつ
のもす＝を いさ見吋度主たを畢T 槙ょ、 kf洪2ハふた
注号の、乗a b 叫： 1ヒつい 渡主の ん之が 7kt＼：＊無む
意いだわ り けん 剥2た・ っ 出量 だ云い緩2で’』茶3
を、ぎ入ー でだ那3も大Zて身え のふん流：破はな

寄・ヲたI>の三 をりか所Zも a は入』きた 惹砂 』
カ着きキ磁氏L東f か除、 t多Z目号友れ＆錦士そい
ナ 、二いえが煎 ？の達成ζ杭いたは帯Eんた
グ・車三月毛族主甫2棲う めやふただが 、の云』橋2友
か t重き十乞米こ美一×iでろ之〈，ら準t＜！でえがに j
；ら来t五終3 、林t ~~ 崎、過守 tc I不.61';.う駐軍思tは 、共i::'t,, 
ミ詮マ枇与日Eつ.：［t！接T tぎ 、快善いが軍Lつ堪h＇除 とi:'1 
っしホで米こ闘2 7ヒ事l！訟の、かたっ 1 さ ったまγぷ炉、の の般で幻らのたプん事i
ヲ 劉fカ清U 顕Zじは～失2得丸でもを みのに
t ルのナ水警 のがた。一？と るの、桑t勅去さ1
の に主主之グ安字 やま遜喜いた所喜るでり好ずれ 1
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FRIDAY, ・DECEMBER 26, 1952 i'.I:】

、ゐた水Zてる議主人E長号ぺ去こに天:t~i. を：
E郵そ中3ゐどが間2の話きのた下か血2掛lt酒3 , .. 
T分Zにる氷2あに家三段想tれををふは Jl<
Eが淡5部ぷ山Zつはの手歩ひたーと重！::r::た百 万
悲 し）分去のて現Z衝で出での つね寺i較 1棄
て／が如E、在ご久3知し ともたる の

雪 主主い ゐ 現2 くそ意』博？らた今Eや程'i~ 長5 5主
3識与る討 、れ議長土しれ つでう にかと 宇
; tとあ意い海とは とにてたは注 目卒よ考いか し
E相3の識主上告た潜Zよゐ 遺産気eふつ 、.
Z芭・2髭？でにと在ごるる い持も稜2て憂z
iす大と、出でえ意いと生ま 臨ちに 、ひ
Z!7 Iひ忘Tくで .Jr（の i育普云いつ 吐は案Eの夢2・毘起 る
士つ年2れ，もる事事Lもをつてるくタト長病室 とえよそ
：張ほ合言と Tt.んたー試2夜 、なも酔ょ勤1同Zてくう
Zりた云いいまと方すすらお たのつにじゐ酒3立
1出だるはのりと法またも前主のだてよやたに君
tさもれに見易をだめうは御どとゐるうい醇よる
Htのて顔在ば云い 、に 占し可か亭ご云いるJ もにとっ
tた に 、丈担えふ主酒3め愛E主品ふ時5の 、云いて
~ 二最tけのの博ぜをたい が にで潜Zふゐ
長 、近E出定ずで土ι飲a もよ 酒3 本主人E在ごのて
2干 三所＝しるるはまのーに 普伝聞Z意いは何2
; 度ε謂2て 頼主る却ます 愛！ ！醇a をは識色、 e
'[ ル人2にと 策・や 予 れ ，1.主主るせっプた
t禁Eのと浮3：決2い持tら死しるく云い之てた／ ソ女5
L酒ふ忠Htぷ心えつがやんかてふ、、一＼ 1 の
：と言Zつ のがそ解主にvだらも ’の思tチ座ぎ飲のグ子6
・云いでた はくのる宴2南2不い矢やは、は ヨ、のみ 7k主の
Tへあ木霊同づとよ合言主主，官、Lつ嘘2十ウ謹2たや や
bばる村tとれJとうで計、議e張ほでホ〈で中3がプう
：ホ 秋吉れかーで騒Z氏しでち 、ロ ）ーとらイに
，ノ 維をもか杯在もいが あ愉ゅ泊3リ談日調Z醇よス色旨
？？ ド今旨つや必 でーる 一快告は落tい子Lぴ 水3の
リ クはたるるゐ滴＝ に呑の涙主て ・を の をつ
；ウ ト故ζ 時喜か たも たま、ゐ合主廻Vfい

一一一一－－－.
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か ら出マひ 初日

ペ長 え長~：活 、Jji
献と し 永z，，、
す云いいく "~ 
るふ日.！； ~ n±. 
も 夢2本Eい 甲官、
のにの 老ミ
で J-Jt郷害後言
壮 し 皐りを

じれ嫌足拾す ど自：主て e な
からなてて見み混在い
つ mれ事2て 石ピる 〈主て2 、z加を故2海と
:i:'紫2揺tk も .mι外告
の ーしい 故主て 、に
みか 事2累u阜μそゐ
が つ は Fで・はれて
脳す？と奇~· 基うれが振ふ
裡り事2妙tつる たり
に ・ 、 k ・て主u~ と返士
残土路2忘字もく えっ

っ
て
ゐ
る

、、，〆

院でゑ埜I
ゐあ生t狩すし
てつ活ゑをJか
米ご？と ぺ亡 す・し
園ミり‘興Eる う
E央E、味弘 、ジ
輩：b3ZJをと’1
円目E畳Z云いフ
尤3本Eえつに
ものるた乗の
日5田をややっ
本吉舎かううて

f主しり 1シ り
忌いむ丈絶てそた
ふ必け 居＆れ い
事2云いでyれ’にの
にふ美おば、日5で
ま主 語存味い自己本宮る
つにし分志のる
、てもい 主主E人2
＊｛行』訓7布，、遠宮
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ま を院が同5
い紫Eえ居2
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もむ 之－ 王非？珪3 い とてで
必雪之 し云い朝雪之氏 自.！；14事2す解主必
要5云いか ふとパ生－ご本Eをるり日5
でへし 策eしン活長に島知L生t易字本E
、ば 日E持2て ケし闘士ら 活喜い諾ご
安字 、本Zも我部I，たつねに〉グ
い砂事でよ授2キ脅主てばはをイ
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